
 
協議事項１ 
 

平成２７年度教育振興協約 （案） 
 

全国に誇れる学力を目指す「学びの質の向上」 

１ 校種を超えた鳥取発スクラム教育の全県展開 
 

 (1)学校と地域が一緒に子どもを育てる体制づくりの推進 

  地域住民との協働・連携による小中一貫した教育を推進するため、中学校区で住

民参画の協議会を設置して目指す子ども像を共有し、小中９年間の系統性のあるカ

リキュラムを作成する市町村を支援します。 

 

 (2)授業改革の推進 

  子どもの主体的・協働的な学びを目指すため、少人数学級の取組を基盤とし、課

題解決的な学習や小学校から中学校までの９年間を通じた学力向上につながる授

業改革に取り組む中学校区や教育研究団体を指定し、その成果を全県に普及します。

また、高校でのアクティブ・ラーニング型の授業実践を発表し合う「学びの文化祭」

を開催し、その成果を全県に普及します。さらに、学校図書館の活用により、児童

生徒の主体的に学ぶ力を育成するため、県立図書館に「学校図書館支援センター」

を全国で初めて開設し、学校教育をバックアップします。 

 

 (3)小中高連携による教科指導の体制づくり 

  県内に設置した６つのモデル地区（ツリー）を設置しで、小中高が英語又は数学

の教科指導を通して連携し、小中高を見通した学習内容の定着と応用力を伸ばす教

科指導体制のモデルづくりに取り組みます。 

 

 (4)教員の指導力の向上 

  新たなエキスパート教員を認定するとともに、中学校区等での学校の枠を超えた

指導や教員が互いに学びあう風土をつくるため、中核教員の養成など、教員の指導

力の向上に取り組みます。 

 

２ 幼保小連携の推進 

 豊かな自然を活生かすなどした遊びきる子どもの育成や、小学校教育との連携に

よる円滑な接続等を図ることを目指して作成した「幼保小連携カリキュラム」を全

県に普及するため、実践例をわかりやすくまとめた動画等を作成し、幼稚園・保育

園・認定こども園等における教職員の指導力向上の研修等に活用し、幼児教育の充

実に取り組みます。 

 
３ グローバル化に対応した英語教育の推進 

 グローバル化に対応した教育環境づくりや、2020 年の新学習指導要領の全面実施

に対応する英語科教員の指導力を向上するため、教員研修を充実します。また、子

どもたちの外国に対する興味・関心と英語によるコミュニケーション能力を高める

ため、外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置増や海外留学・海外体験への支援の充実な

どに取り組むほか、とっとりイングリッシュクラブの活動などを通じて外国の子ど

もたちとふれ合う機会の充実に努めます。 

 

 



４ 土曜授業等の取組の推進 

 すべての県立高校において、土曜授業等を含む土曜日を活用した教育活動に取り

組むとともに、取組にあたっては、実施校以外の生徒や教員の参加を認めるなど、

学校の枠を超えて切磋琢磨できるような環境づくりに努めます。また、子どもたち

の土曜日の教育環境の充実に取り組むすべての市町村を支援するなど、全県的に取

組を推進します。またさらに、学校法人における取組を支援します。 

 

５ 県立高校の魅力づくり 

 各校の状況に応じた特色ある教育活動や、地域や地元企業等と連携した教育活動

の実施など、学校裁量予算等を活用して県立高校の魅力化や特色づくりに取り組む

とともに、全国からの生徒募集についても検討を進めます。 

 

６ ふるさと教育の推進 

 史跡、まちなみ、建築物、郷土芸能、伝統芸能、民工芸等の様々な郷土の貴重な

財産に触れ、その良さを感じる学習等を進めるとともに、地域をテーマとした探究

学習や地域や地元企業等と連携した教育活動の充実を図り、「郷土とっとり」に愛

着と誇りをもった人材の育成に取り組みます。 

 

７ 学ぶ意欲が高まる教育の推進 

 社会で活躍している方や、創意あふれる活動を行っている方を講師としたり、そ

のような事例を学ぶ取組と、そのような活動を行ってみたいと考える生徒に対する

資金面を含む支援を通じて、学習意欲や起業・創業など夢の実現に向けた意欲を高

めるための仕掛けづくりに取り組みます。 

  

８ キャリア教育の充実 

 社会的に自立する能力や態度を育て、夢や希望に向かって果敢にチャレンジする

高校生を育成するため、各学校の体系的なキャリア教育推進計画の作成支援等を行

うスーパーバイザーの配置やキャリア教育を支援する企業を「鳥取県キャリア教育

推進協力企業」に認定するなどして、全ての県立高校でキャリア教育を推進します。 

 

９ ＩＣＴ活用教育の推進 

 ＩＣＴを活用して卓越した教科指導等を行うエキスパート教員の認定を行うな

ど、教員のＩＣＴ活用指導力の向上等に努めるとともに、民間企業・大学等で構成

するコンソーシアムを設立し、授業におけるＩＣＴの効果的な活用を進めます。ま

た、ＩＣＴを活用した教材やエキスパート教員の授業映像を配信・共有することに

より、県内の教員が学び、授業を高め合う仕組みを構築します。 

 

10 家庭教育の充実 

 市町村と協力しながら、ＰＴＡや地域での保護者の交流を促進し、家庭教育に関

する情報提供や相談対応、学習機会のコーディネートなど、地域の実情に応じた家

庭教育支援体制の強化に取り組みます。 

 

11 教職員の多忙感解消 

 教職員が一人ひとりの児童生徒に向き合える環境を整えるため、業務改善（カイ

ゼン）に取り組んだモデル校の成果を他の学校に横展開し、教職員の加重負担・多

忙感の解消に向けた取組を推進します。 



 

安全、安心して通学できる学校づくり  

12 いじめ防止への取組の充実 

 学校・家庭・地域が一丸となって取り組むための人権教育プログラムを開発・普

及し、総合的ないじめ防止対策につなげるとともに、「鳥取県いじめ問題対策連絡

協議会」を開催し、いじめ問題に関係する機関・団体の連携を図ります。また、児

童生徒による主体的ないじめ防止の取組を充実するため、児童生徒の取組の発表や

ポスター等の展示などを行うフォーラムを開催します。 

 

13 安心して学べる学校教育の推進 

 不登校や特別な支援を必要とする子どもたちへの効果的な支援に向けて、公立学

校、私立学校及び関係機関等が、それぞれ持つノウハウを共有し、教職員の対応力

の向上等に取り組みます。また、子どもたちが安心してのびのびと学べる環境づく

りを目指して、ソーシャルスキルトレーニング等を活用するなどして、学級づく

り・人間関係づくりの取組を一層推進します。 

 

14 メディアとの正しい接し方の教育啓発の推進 

 インターネット端末の児童生徒の利用実態を調査し、児童生徒の健全な成長が損

なわれることのないよう、保護者や地域住民が行う学習への講師派遣を行うととも

に、乳幼児期からのメディアとの正しいつきあい方についても教育啓発を行います。 

 

一人一人のニーズに対応した「特別支援教育の充実」  

15 手話教育の推進 

 教職員の手話技術の向上に取り組むほか、手話普及コーディネーターを配置して

手話普及支援員を学校に派遣するなど、学校におけるろう及び手話への理解が深ま

るよう環境整備を推進するとともに、手話学習プログラム（仮称）を作成し、各教

科の内容と結び付けながら手話を学ぶ機会の拡大に取り組みます。 

 

16 障がい児への支援体制の充実 

 市町村と連携した障がいの早期発見、早期支援を行う取組を進めるとともに、作

業療法士等の配置により特別支援学校の専門性を強化することで、地域の学校への

支援体制強化に取り組みます。 

 

17 発達障がいの啓発と支援体制の充実 

 発達障がいのある児（者）の保護者への情報提供及び県民の皆さんへの発達障が

いに対する理解・啓発を行い、本人と保護者が地域で安心して暮らせる体制づくり

を推進します。 

 

18 特別支援学校生徒の職場定着の推進 

 卒業生の職場定着を推進するため、特別支援学校に定着支援コーディネーターを

配置し、企業、労働及び福祉等の関係機関と連携しながら、ジョブマッチングや就

職後のフォローアップを強化します。 



 

健やかな体と心と夢を育てる「スポーツ・文化芸術活動の振興」  

19 運動・スポーツ活動の充実 

 2020 年の東京オリンピック・パラリンピック開催等に向けて、タレント発掘及

び選手強化、国内外トップチームのキャンプ招致などに取り組みます。また、子ど

もたちの運動意欲を引き出すため、トップアスリートと子どもたちが触れ合う機会

を創出するとともに、体育学習や放課後等に地域人材を活用した運動遊び等の運動

機会の確保・充実に取り組みます。 

 

20 障がい児の文化芸術活動支援 

 障がい者芸術文化祭への参加を通じて得られた成果を活かすため、「あいサポー

ト・特別支援学校合同文化祭」を開催し、障がいのある子どもたちの文化活動の活

性化と、文化芸術活動を通じた健常者と障がいのある人との交流の機会の拡大に取

り組みます。 

 

21 近畿高等学校総合文化祭鳥取大会の開催 

 本県で初めて開催する「近畿高等学校総合文化祭」を生徒が中心となって運営し、

生徒の主体性や協調性、企画力等を育みむほか、障がいのある生徒とも文化活動の

喜びを分かち合うなどして、県内各地の会場で生徒同士の交流を拡大するとともに、

高校の文化部活動の充実・発展に取り組みます。 

 


